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１

１．整備計画検討の前提
となる概略計画の決定

①鉄軌道概略計画
・起終点の概ねの位置
・概ねのルート
・想定するシステム
・駅位置の考え方
・主な構造

②フィーダー交通ネット
ワークのあり方
③沿線市町村の役割

１．事業実施の前提 となる
整備計画の決定
・具体的なルート及び構造
・駅位置
・具体のシステム 等

２．事業の効果・影響の確認
・事業費、需要動向
・事業目的への寄与度
・費用便益分析、財務分析
・環境影響評価法に基づく
配慮書手続
等による効果・影響等の確認

１．概略設計

２．法手続き
①環境影響評価法に基づ
く手続き （事業アセス）
②鉄道事業法等に基づく
免許取得手続き
③都市計画決定
など

•法手続きに向け、必要用
地面積確認等のための詳
細検討を行う段階

•工事着手に必要な法手続
きを行う段階

•事業化判断を行うための
詳細検討を行う段階

•想定される複数の案から
詳細な検討を行う対象を
絞り込む段階

沖縄21世紀ビジョン

沖縄県総合交通体系
基本計画
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事業を実施するかの判断

鉄軌道導入に向けた調整
・特例制度の創設
・整備主体の決定
・事業主体の決定

現在の取組

① 工事着手までの各段階の役割

１ 鉄軌道導入に向けた検討の流れと各段階の役割



２

② 沖縄鉄軌道計画案づくり（構想段階）における検討の流れ



３

③ 鉄軌道導入の目的



４



２ 比較評価について

５

① ７つのルート案と構造の想定



６

② ルート案の起終点及び延伸の検討について



・よりよい案を選定するためには、複数の案を設定し、幅広い視点で比較・検討を行うことが大切ですが、
全ての案を同時かつ詳細に検討することは、多くの時間や費用を要します。

・そのため、構想段階では、各案の比較優位性を確認することを中心に概略的な検討を行い、次の計画段階
で詳細・具体的な検討を行うための案を選んでいくことになります。

◆構想段階での評価は、各ルート案の比較優位性の確認を中心に検討。

◆利用者数などの数値は、計画段階以降の検討により、変動することが予想
される。

・構想段階では、具体的なシステムも決まっておらず、ルートも一定の幅を持っていることから、他事例な
どを参考に、駅数や工事単価等を仮定し、利用者数や事業費などを算出しています。

・そのため、利用者数等は、計画段階以降の詳細検討の際には、変動することが想定されます。

７

③ 構想段階における比較評価にあたっての留意事項


